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イ）洞 窟

事 業実施 区域及 びそ の周辺 にお いて は、図 －6．7．1（2 ）に示 され るよ うに 、洞 窟 が確

認され てお り、 そ の分布 状況 、地表 面か らの深 さ、 二次生成物 の状 況 が把 握 され て い

る 。

各洞 窟 の推 定断 面 図 を図－6．7 ．1（3 ）～（4 ）、二次 生成物 の状 況 を図 ～6．7．1（5 ）～（7）

に示 し た 。

（ア）洞窟 の分布調 査 結果

A 、 D 、 A l 、 A 2 、 D l 洞 が石灰岩 地 帯 の北 側 で一つ のシステ ム を形 成 し、 B ，

C ， E 洞 が 南側 で 一つ の システ ムを形 成 して い る。 そ して 、 この二 つ のシ ステ ムの 吐

出口は 、当該 地 の東 側 のほぼ 同 じ位置 にあ る （以後 、「A ケ イ ブ シ ステム」、「B C E

ケイ ブ システ ム」 とす る。）。 この二つ のケイ ブ システ ムは、一つ の琉 球石 灰岩 （大 浜

層：石 灰岩 を主体 とす る数十 万年前以 降 の新 しい地 層） に形成 され てい るが 、その形

態は 同 じ石 垣 島 の 大 浜 層 に形 成 され た 他 の ケ イ ブ シ ス テ ム （ウル シ ヤ マ ケ イ ブ シ ス テ

ム一石垣 市字石 垣 ） とほぼ同様 で ある。

二 つ の ケ イ ブ シ ス テ ム と も、 最 上 流 の 琉 球 石 灰 岩 と トムル 層 の 不 整 合 面 に発 生 し、

最下 部 は沖 積 層 に 達 して い る。 とも に 、 上 部 ほ ど大 き な 洞 窟 生 態 を な し、 下 部 ほ ど未

発達 の洞窟 の状態 とな ってい る。

A ケ イ ブシ ステ ム に関係 す る洞窟 は、 A 、 D 、 A l 、 A 2 、 D l 洞 で総 延長 80 0 m 、

A 、 A l 、 A 2 洞 は 同 じ水 流 に 形 成 され 、 上 部 よ りA ， A l 、 A 2 の 順 で あ る。 D 、

D l 洞 には通 常 で は、水流 がないが 、雨天 に流 れ込 んだ水 は A 洞 に達す る。

B C E ケイ ブ シ ステ ムの入洞可能部分 は 7 90 mで あ るが、洞 窟 の分布 の状 態 をみ る と、

シ ス テ ム の洞 窟 の 総 距 離 は さ ら に長 くな る と思 わ れ る。

A ケ イ ブシ ステ ム の吸込 み穴は海抜 3 5 m、 B C E シ ステ ムは B 洞 の最 上部 が4 3m とや

や差 が あ るが 、洞 底 を流 れ る水 流 が上流 側 で は傾 斜 が強 く、 中間 地点海 抜 12皿地 点 で

プ ー ル とな る こ と は 同 様 で あ る。 ま た 、 下 流 側 で は ほ ぼ 水 平 状 態 とな り、水 量 の少 な

い時期 は洞 窟 内の砂 、 または堆 積層 に浸透 して水 流 がな くな る こ とも同様 で ある。 し

か し、 A 洞 で は黒 色 また は緑 色片岩 の露頭 が顕著 に見 えるのに対 して、 E 洞で は名蔵

礫層 が洞 底 に あ り、片岩 の露頭がな い こ とな ど違い も多い。

（イ）洞 窟群 の特徴

事業 実施 区域 の洞 窟群 の特徴 は、 A ケイ ブ システ ム及び B C E ケイ ブ システ ムの二

つの ケ イ ブ シ ス テ ム を 形 作 っ て い る こ と に あ り、 二 つ ケ イ ブ シ ス テ ム 共 に 同 じよ うな

形態 を とっ て い る 。 琉 球 石 灰 岩 と トム ル 層 の 境 に 吸 込 型 の ド リー ネ が あ り、 こ こか ら

洞窟 を形成 してい る。 そ して、か な りの傾斜 で流 れ込 むが、 ケイ ブシス テ ムの中間部

標高 12m地 点 で プ ール を形 成 し、それ 以後 は緩 や か に流れて い る。増 水 時 は全 ケイ ブ

シス テ ムを流れ るが 、通 常では このプール かやや 下 が った ところのプール で水流 は浸

透して洞窟 内に見 えない。 この高 さには名蔵 礫層 が広 が って い るので、水 流 は浸 透 し
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